
昭
和
3
5
年
度
調
査
研
究
概
況

ｒ
Ｌ

１
、
唐
招
提
寺
総
合
調
査（
美
術工
芸
、
建
造
物
、
歴
史
研

究
室
）

２
、
平
城
宮
跡
発
掘
調
査（
建
造
物
、
歴
史
研
究
室
）

以
上
の
概
要
につ
い
て
は
本
文
参
照
。

３
．
大
和
条
里
制
の
調
査
研
究（
歴
史
、
建
造
物
研
究
室
）

平
城
京
の
条
坊
制
を
明
に
す
る
た
め
に
は
、
単
に
京
内
に

齔
ら
ず
、
広
く
大
和
国
の
条
里
制
と
関
連
さ
せ
て
研
究
を
進

め
る
こ
と
が重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
ま
ず
大
和
国
の
条
里

制
資
料
を
蒐
集
整
理
す
る
こ
と
と
し
た
が
、
3
5
年
度
に
お
い

て
は
、
特
に
。パン
チ
カ
ー
ド
利
用
に
よ
る
文
献
資
料
の
苑
集

に
主
力
を
庄
い
だ
。
カ
ー
ド
作
製
が
終っ
だ
の
は
大
日
木
古

文
書
中
の
東
大
寺
文
書
で
あ
る
。

４
、
電
気
比
抵
抗
法
に
よ
る
川
蔵
遺
跡
の
調
査（
建
造
物
。

歴
史
研
究
室
）

こ
の
調
査
は
電
気
比
抵
抗
法
に
よっ
て
地
萍
埋
蔵
遺
跡
の

状
態
を
探
知
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
測
定
に
は
隅
河
電
匳

製
作
所
製
Ｌ－
1
0型大
地
比
抵
抗
測
定
器
を
使
用
し
た
。
ま

づ
昭
和
3
5
年
４
月
、
既
知
の
遺
跡（
既
に
発
捌
調
査
済
）
飛

鳥
寺
か
ら
着
手
し
た
。

そ
の
目
的
は
電
気
探
査
の
結
果
と
発
掘
調
査
の
結
果
と
を

照
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
既
知
の
遺
跡
が
ど
の
よ
う
な
数
値

又
は
図
表
と
なっ
て
現
わ
れ
る
か
を
険
討
し
、
ど
の
程
度
探

査
が可
能
で
あ
る
か
を
倹
討
す
る
に
あっ
た
。
そ
の
結
柴
か

なり
有
効
な
補助
手
段
に
なり
得
ると
考
え
られ
るに至っ

た。
そこ
で
昭
和
3
5
年
1
2
月東
大
寺
知
足
院
庭園
遺蹟
を
探

査
し
た
所
、
滝の
石
組
の下
方
に
於いて
地山
が約
5
0
糎下

がっ
て
おり
、池
か流
れ
様の
も
の
＆
存
在
を推
定し
得
た

し
、一
部試
捐に
より
その
実
際
の
状態
をも
確
認し
酊
だ
。

つ
ゞ
いて
昭
和
3
6
年１
月
法
金
剛
院
庭園
遺跡で
探
査
を行

っ
た
が、現
仔
す
る池
を
含めて
。旧
園
池
はかつ
て
滝下

まで
の
びて
い
たこ
と
が判明
し
た
。こ
の
結果
は同
寺
所

蔵の
古
図
に
も符
合
す
る
もので
あっ
た
。現
在の
所
遺跡

の
電
気
探
査
は
ま
だ
実
験段
階
に
あり
、
解
析の
結緊
得
ら

れ
た電
気
的
数
値
と
遺
廓と
の
相関
関
係
を
求
め
る
には
至

っ
て
い
な
い
が、
今
後数
多
くの
事
例に当
れ
ば、
や
がて

よ
り正
確
な
結
果
が川
待
され
る
もの
と
考
え
ら
れ
る。

５
、仁
和
寺の
研
究（
美術工
芸
、
建
造
物
、
艇史
研
究
室
）

昭
和
3
3
・
3
4
両
年変
に
わ
たり
、仁
和
寺所以
古
文
書・

聖
教頽
の
調
査
を行っ
て
来
た
が、
3
5
年
度に
おいて
は
、

文
部省
科
学研
究
費
交付
金を
得て
、京
都国
立
博物
館
に

吻力
して
広
くに
和
寺の
調
査
を行っ
た（
研
究
題
目「
に

和
寺
に
おけ
る
美
術史
料の
調
査
と
そ
の研
究
」研
究代
表

者
　京
都
国
立
博
物
館
学芸
課長
梅津
次
郎氏
）。
当
研
究

所
よ
り
参
加
し
たの
は森
蘊
、
杉山
信三
、
守田
公
夫
、田

中
稔の四
名で
、
そ
れ
ぞれに
和
寺
境内
お
よ
び庭
園
茶室

の
実
測
、に
和
寺
南
院（
常
瑜伽
院）
遺
跡発
掘
、工
芸品
、

古
文
書
寺
誌
資
料の
調
在研
究
を行っ
た
。
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Ｕ

１
、
美
術工
芸
研
究
室・
彫
刻

概
要
は
前
掲
の
ご
と
く
で
あ
る
。

２
、
美
術工
芸
研
究
室・
工
芸

昭
和
2
9
年
工
芸
室
が
発
見
し
同
三
十
六
年
三
月
国
宝
に
指

定
さ
れ
た
唐
招
提
寺
レ
ー
ス
に
本
年
度
は
材
質
の
’物
理
学

的
、
化
学
的
検
討
を
加
え
、
大
陸
と
の
辿
関
性
を
火
証
し
糾

て
研
究
の
最
終
段
附
に
漸
く
辻
し
た
。

能
衣
裳
と
小
袖
の
研
究
の一
環
と
し
て
伊
丹
巾
の
前
川
家

に
所
蔵
さ
れ
て
あ
る
能
衣
裳
、
能
而
の
調
査
を
火
施
し
、
火

測
、
撮
影
、
調μ
作
成
を
な
し
た
。
前
川
家
の
衣
裳
お
よ
び

能
而
は
年
代
的
に
は
江
戸
初
期
よ
り
中
期
頃
迄
の
作
品
で
あ

る
が
、
保
存
よ
く
作
風
も
秀
れ
、
そ
の一
年
代
の
代
表
的
作
例

と
に
ら
れ
る
も
の
が
多
く
近
吐
仞
期
に
お
け
る
能
衣
裳
、
能

而
の
好
資
料
で
あ
る
。

又
前
々
よ
り
舎
利
垳
お
よ
び厨
子
の
研
究
を
行っ
て
い
る

『
か
、
3
5
年
度
に
お
い
て
も
引
続
き
洲
査
研
究
を
進
め
た
。
こ

の
ほ
か
、
伊
勢
巾
教
育
委
員
会
の
依
頓
に
よ
り
伊
勢
市
内
の

美
術工
芸
作
品
の
調
在
を
し
た
。

３
、
建
造
物
研
究
室・
遺
跡
庭
園

建
造
物
研
究
室
遺
跡
庭
闘
班
で
は
、
か
ね
て
か
ら
南
部
諸

大
寺
寺
地
調
査
、
小
堀
述
州
及
び
そ
の
流
派
に
よ
る
建
築
庭

園
の
研
究
を
行っ
て
来
た
が
、
昭
和
3
5
年
度
に
於
て
は
左
記

調
査
を
行
っ
た
。

４
月
　知
恵
院
庭
園
の
実
洲
洲
査

５
月
　滋
賀
県
虎
姫
町
佐
治
家
所
蔵
小
堀
遠
州
関
係
古
図

古
文
丿
等
調
査

昭
和
3
5
年
度
調
査
研
究
概
況

６
月
　興
福
寺
旧
境
内
実
測
洲
査

７
月
　川一
乗
院（
余
良
地
裁
）
実
測
訓
竹

７
、″’９
月
　春
日
神
社
境
内
を
介
む
余
良
公
園
実
洲
調
査

、
7
1
1
2

月
　唐
招
提
寺
旧
境
内
実
測・調
在

８
月
９
月
二
条
城二
の
大
庭園
実
洲
洲
査

大
篩
寺
大
仙
院
庭園
実
洲調
介（
大
仙
院
方
丈
庭

園
修
理に
収
に関
連
し
た
誤配
）

昭
和
3
6
年３
月
　瑜
伽山（
西
方
院山
城
跡
）
尖
洲調
査

４
、
建
造
物研
究
室・
建
築

印
解
体
修
理
に
伴
う訓
介

法
隆寺
東室
に引
続き
、
余
良
県
教
育委
員
会
に
よっ
て

妻
室
の
解
体
修川
が行
わ
れ、
建
築室
はそ
れ
に
吻力
し
た
。

妻
室の
古
材
か
ら川
小
子房
の
部
材
が発
見
され
、そ
の

結
児
、東
室（
旧
大房
）
の１
房２
間
に対
し
、乂
竹
糾の

構
造
をもっ
１
房３
間
の小ｆ
房
が知
られ
、
ま
た発
川
に

よっ
て
、旧
小
子
房
は
、東
室
に
よ
り近
い
位
雌
に平
行に

建て
ら
れて
卜だ
もの
が
、室町
叫
代
に東
に
雎
さ
れ
、
さ

ら
に慶
長６
年
に現
在
地に
規
模
を
縮少
して
再
建
さ
れ
た

こ
と
が明
ら
か
に
なっ
た。

向
西
寺僧
房
跡の
調
査

指
定
史
蹟西
寺
の
指
定
地域
に
接して
、そ
の
東
側
に防

火
川
貯
水
槽設
置工
事
が行
われ
、礎
石
を発
見Ｌ
だ
、
京

郤
府
教
委の
委
嘱
を
うけて
、設
毀
地
点の
み
に限
り
、
3
5

年６
月
に
建
築
、
考
古共
同
して・調
査し
た
。遣
隣
は
推定

誰
堂の
東
に
あ
り
、南
北
に
長
い梁
間３
間
の
建
物の一
部

で
こ
れ
は
僧房
と
考え
ら
れる
。

區
鳥羽
離
宮
跡の
発
掘調
査

名
神
高
適
度
道
路
。が木
遺
跡
を過
ぎ
るので
、
3
3
年
度に

こ
の
遺
跡
全体
の
地形
調
査
を行っ
た
が
、工
事
が着手
さ

れ
た木
年
度
に
は
路
線巾
及
近
傍の
遺
跡
を
3
5
年７
月
と１９一

周
、
3
6
年２
月
の３
次に
わ
たり発
棚
調
査し
た
。そ
の
結

果
、さ
き
に
北
厳
跡
と
推定
され
た地
点
は
鴨河
の汎
搬で

遺
跡は
邨
在せ
ず
、函
毆
跡
に
は明
確
な
もの
なく
、川
中

殿
跡
に
は
、
礫
を
敷き
重
ね
法
礎
地業
とし
た
建
築址三
ヶ

所
がのこつ
て
い
るこ
と
を検
出し
た。

５
、歴
史研
究室・
考古

新
堂
廃
寺
の発
川
洲
在

人
阪
府
富Ⅲ
林
巾
新
堂
廃
寺
は
、前
年の
予
隍
洲
在
に
よ

っ
て
瓦
積
法
治
が発
見
されて
い
た
が、昭
和
3
5
年９・
1
0

月
、
大
阪
府
教
青委
員
会
に
よっ
て
本
洲在
が行
わ
れ
、
考

占・
建
築両
室
がこ
れ
に
参
加し
た
。

発
掘
結果
、南
北一
直
線
上
に
塔・
金
堂
が、そ
の西
に

前
丿瓦
債
法川
。を
もつ
仏
殿
があ
り
、ま
た
金
堂北
に
も一

迚
物
があ
るこ
と
。か明
ら
か
になっ
た。
な
お
、罰
例
をみ

ない
隋円
形
捶
先
瓦
や鬼而
文
隅
本磑瓦
が出土Ｌ
だ。

６
、歴
史研
究室・
占
文
書

前
年
度
に引
続いて
興
陥
寺所
成の
古文
占
、経
典順
の

調
査研
究
を
行っ
た
。ま
た
西
大寺
文
書の
調
査に
も着手

し
、一
部
につ
いて
訓
査
、写
真
搬彫
を行っ
た。７
月
に

は毎日
新闘
社
によ
る高野
山文
化
財
総
合調
査
に
参
加し
、

霊
宝
館
、
宝
亀院
、
桜
池
院
、
無虻
光
院
、常
善
院
、天
徳

院
、不
動
院そ
の
他
の
古文
け‥典
藪
類
を調
査
し
た
が、多

くの
優
品
が見
ら
れ
た。
1
2
月
には
文化
財
傑
護
委員
会
に

3
9

よ
る
東
寺
御影
堂
倉
の
宋
版一
切
維調
在に
吻
力し
た
。
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